
東京すくわくプログラム３ 

 

テーマ  秋を感じて、自然に触れる 

園名   尾山台みどり保育園 

日時   １１月２５日 

対象   ３・４・５歳児 

 

秋の自然に触れながら遊ぶことを楽しむということを目的に、砧公園へバスで出か

けました。 

 

子どもの活動 

砧公園に到着後、３・４歳は総合遊具のある場所を中心に、５歳児は少し離れた遊具

のある場所とその近くの木々の辺りで、遊びました。お弁当を食べた後、芝生広場

で体を思いっきり動かして遊びました。 

子ども達は、グループに分かれて、活動しました。いろいろな種類のどんぐりやい

ろんな種類の落ち葉を拾っていました。紅葉した大きな木を見上げて、はっぱを両

手にいっぱい集めたり、落ち葉を踏んでかさかさという音を感じる子どもの姿が

ありました。モミジバスズカケノ木の大きな葉がたくさん落ちていたので、集めて

花束のようにしている子どももいました。 

 

 

 

 

 

 

保育園に返ってから、持ち帰った落ち葉やどんぐりで各クラス、作品を作りました。 

モミジバスズカケノ木の大きな葉を洋服に見立てて、絵を描いたり、どんぐりに装

飾をしたりして、帰ってきてからも楽しみました。 

子どもの様子 

ちょうど季節が良く、どんぐりや落ち葉がたくさん

あり、集めて楽しむ姿がありました。たまった落ち

葉を踏んで、「ふかふかだね」という子どもがいま

した。芝生広場では、秋の空の下、体をたくさん動

かし、夏と気温や過ごしやすさが違うことを感じて

いた子ども達です。「風が気持ちいいね」という声

が聞こえました。 

振り返り 

子ども達は、広い公園で、思いっきり遊ぶ

ことができました。外で活動するのにはち

ょうど良い気候となったので、子ども達

は、たくさん探索活動と収集活動ができま

した。クラスで「ばけばけはっぱ」「台所のた

ね」「ぴかぴかどんぐり」「どんぐりころこ

ろ」といった絵本を読んでいるので、本物

のどんぐりや落ち葉にたくさん触れること

ができ、とてもよかったとおもいます。 


